
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月の行事予定      ☆SC来校日 

日 曜 内  容 

１ 水 視力（1・欠） 体力テスト期間開始 

2 木 児童集会 聴力（３）     

3 金 憲法記念日 

4 土 みどりの日 

5 日 こどもの日 

6 月 振替休日 

7 火 避難訓練（起震車） 聴力（５）                     ☆ 

8 水  

9 木 音楽朝会 歯科（全） 

10 金 
安全指導日 眼科（全）委員会活動  尿検査二次配布     

セーフティ教室（１・２）                           ☆ 

11 土 
学校公開 セーフティ教室 (保護者) 特別時程 

移動教室保護者説明会（６） 

12 日             

13 月 尿検査（二次） 

14 火 遠足（１）尿検査二次（追加）                      ☆ 

15 水 聴力（２・五） 心臓検診（欠）  

16 木 体育朝会 耳鼻科検診（３・５・五） 

17 金 聴力（１） 社会科見学（６）                       ☆ 

18 土  

19 日  

20 月 全校朝会 聴力（欠）  

21 火 歩行訓練（１） 内科検診・宿泊前検診（五）          ☆ 

22 水 特支合同移動教室始                            ☆ 

23 木 ICT朝会 耳鼻科検診（１・２・４・６） 

24 金 特支合同移動教室終               

25 土  

26 日                    

27 月 全校朝会 眼科（欠） 

28 火 内科（欠）                                     ☆ 

29 水 セーフティ教室（３・４・５・６） 

30 木  

31 金 運動発表会準備                                ☆ 

 

進級の喜びを胸に 

副校長 吉野 元也 

本門寺の山の緑が日に日に鮮やかになってきました。

学校の前の呑川には、呑川の会の方々の手により、2年生

が作ったこいのぼりが川一面を飾っています。  

学校が始まり 1か月がたちました。最高学年の 6年生

は、登校してきた 1 年生の学習準備のお手伝いをしてい

ます。みんなが楽しい学校にしたいと頑張る 6 年生の姿

に、頼もしさを感じます。 

各学級でも、こどもたちは新しい先生や友達に慣れ、活

気あふれるにぎやかな声が聞こえてくるようになりました。

緊張が解け、安心してのびのびと過ごせるようになってき

た半面、友達とのかかわりが増えてくることでこどもどうし

のトラブルも増えてきます。トラブルはないほうがよいに決

まっていますが、たくさんのこどもたちが生活している学校

では、トラブルはどうしても起きてしまいます。 

学校は、「こどもたちがトラブルとどう向き合い、どう対

処していくのか」を学ぶ大切な場所です。こどもの話を聞

いてみると、トラブルの一連の流れの中で結果の一部を

切り取って自分の置かれている立場を話していることが多

いです。一方の話だけを聞いても、トラブルの全体像は見

えてきません。しかし、じっくりと話を聞いていくと、そこには

必ず何かしらの原因があり、根気強く双方の話を聞いて

解決していく必要があります。 

この時、大切になるのが、「お互いの思いを理解し、自

分のこととして考えること」です。こどもたちにとって、相手

の気持ちを理解することは難しいことです。自分の都合を

優先し、トラブルの原因になることがあります。自分の言動

を相手はどのように思っているのか、相手はどのような思

いから自分にそのような言動をとったのかを考え、どこが

よくなかったのか、どうすればよかったのかを具体的に振

り返っていくことで、今後のトラブルの未然防止につなげ

ていきます。 

いよいよ大型連休の後半が始まります。お子様とゆっく

りと過ごし、連休明けには「また学校で頑張ろう」と思える

気持ちで登校できるように送り出していただけたら幸いで

す。 

 

大田区立池上小学校 

校 長  平 林  里 美 

令和 ６年度 ５月号 

６月の予定 
 1日（土）運動発表会 

「友達となかよくしましょう」 生活指導部 
 新しいクラスになって 1 か月が過ぎようとしています。
新しいクラスにも慣れ、新しい友達も増え始めた時期
だと思います。一人一人がお互いのよさを認め合い思
い合えるよう、今後も声をかけていきます。 


